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平成 24 年度 ～ 令和9 年度 21,170,000 千円
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39,927 千円
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16,328 千円 － 40.5 － ％
地方債 － 55.9 64.0 ％
398,100 千円

その他
0 千円

612,360 千円

実績値 47.3 ％
目標値 64.0 ％
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ない
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化余地 －

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 25-1

PDCA 主要事業名 ＪＲ武豊線連続立体交差化事業 部課名 建設部 市街地整備課
安田
454

目
標
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目
（
予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
東西交通の円滑化や一体的な市街地の形成を図るため、JR武豊線高架
下空間活用検討、道路改良等を行う。

問題点・
課題等：

ＪＲ武豊線の高架化と側道整備は密接に関連した事業であり、愛知県
と連携してＪＲ東海との調整や高架工事を進めていく必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

東西交通の円滑化、地域間の交通利便性の向上が図られ、中心市街地の一体的
なまちづくりにつながる。

目標値や目指すべき状態

事業進捗率
実績値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 市街地

予
算
見
積
書
で
活
用ＪＲ武豊線を高架化し、交差道路及び側道を整備することで、鉄道により分断

された中心市街地の一体化を図るため。財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 781,200

事業概要等

事業概要：

ＪＲ武豊線を高架化し、9か所の踏切を除却することにより、12か所
の交差道路を整備する。また、鉄道沿線に側道6路線を整備する。こ
のことにより、東西交通の円滑化、駅へのアクセス向上及び沿線環境
の保全を図る。

事業目的：
ＪＲ武豊線の高架化を実施し、交差道路、側道を整備することによ
り、東西の円滑化と地域の利便性の向上を図る。

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｄ
決算額 得られた成果

主
要
施
策
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成
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令和３年度中に側道用地対象の３件について用地取得をすることができた。ま
た、高架本体工事に向けて、ＪＲ半田駅の仮駅舎が供用開始された。

事業進捗率

Ｃ

事業の
評価・課題

C

高架側道整備事業については、側道用地取得率100％を目指し用地取得を進め、３件の
用地取得をすることができた。用地取得を完了するため、粘り強く交渉を続け、合意を
得る必要がある。また、高架下空間活用については、基礎調査として市民及び事業者等
に対してアンケート調査を実施し、ニーズ等の確認をした。引き続き事業を実施するた
め、国の交付金など事業費を確保する必要がある。

⑦コスト削減
余地②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

Ａ
今後の事業
の方向性

拡充推進

高架側道の整備に支障となる用地取得を完了するとともに、高架本体工事の着手に伴い必要となる
仮設道路の整備を行う。また、高架下空間や鉄道残地の活用方法について、庁内関係各課とのプロ
ジェクトチームにより、事業手法の検討や事業者へのヒアリング調査等を実施し整備計画を策定す
る。

課
題
解
決
に
向
け
た

今
後
の
方
向
性

観点別評価

必要性 有効性 効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響 大きい ⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績
値

(うち繰越分35,904千円)

成果指標 令和３年度 単位


